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脱炭素社会の実現に向けて、再⽣可能エネルギーを有効に活⽤するための蓄電技術の重要性がま

すます⾼まっている。リチウムイオン電池（LIB）はモバイル機器から電気⾃動⾞、定置⽤蓄電シス

テムまで広く普及している⼀⽅、リチウムをはじめとする資源の偏在や供給制約は、蓄電池のさら

なる⼤規模普及を考える上で重要な課題である。 

本講演では、周期表第⼀族元素である Li、Na、K を中⼼に、それらが⽰す「蓄電サイエンス」を

俯瞰し、元素の違いがもたらす電気化学と材料科学、電池応⽤について議論する。特に、正極材料

である遷移⾦属酸化物やオキソ酸塩におけるアルカリ⾦属イオンの脱挿⼊、炭素材料をはじめとす

る負極へのイオン吸蔵、電解質溶液と電極界⾯に形成される被膜、ならびに充放電に伴う構造・電

⼦状態の変化を、Li-ion、Na-ion、K-ion 電池の⽐較を通して考察する。 

ナトリウムイオン電池では、Na 資源の豊富さだけでなく、Li とは異なるイオンサイズ、熱⼒学、

固体内拡散、界⾯反応などが新たな材料化学を⽣み出している。また、カリウムイオン電池では、

⿊鉛への可逆的な K 挿⼊をはじめ、Li や Na とは異なる特徴的な反応が⾒いだされている。このよ

うな「元素の違い」を理解することは、我々材料化学者に新しい気づきを与え、資源制約の少ない

次世代蓄電池の材料設計に重要な指針を与える。 

筆者らが東京理科⼤学で取り組んだ理学部の基礎研究から電極材料と電極反応の開拓研究を紹介

し、次世代電池の応⽤研究に展開した電池を中⼼に、電極・電解液界⾯、材料設計、セル評価、実

⽤化までの研究を振り返りながら、⽔素、リチウム、ナトリウム、カリウム、ルビジウム、セシウ

ムにまたがる第⼀族元素を基盤とする次世代蓄電池の可能性と今後の課題を展望したい。 
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